
 

 

 

６月３日（水）、大河原合同庁舎を会場に管内地域連携・社会教育関係職員等研修会を開催しました。
今年度の研修会は、前半に話題提供、後半に情報交換の２部構成で行いました。 

前半の話題提供では、七ヶ宿まちづくり株式会社 成田 知将 氏、柴田町教育委員会スポーツ文化振
興課 地域学校協働活動推進員（統括コーディネーター） 松田 ゆう子 氏を講師としてお迎えし、「地
域全体で児童生徒を育む持続可能な協力関係の築き方」と題して、これまでの経験や立場から見える連
携・協働に欠かせない視点について、具体的に分かりやすくお話しいただきました。また、情報交換に
おいては、「『学校の困りごと』解決型グループワーク」と題して、グループワークを行いました。校種
や立場、自治体が同じ方同士、異なる参加者同士とグループ編成を変えながら、積極的な情報交換をと
おして交流を深め、新たな関係性を構築しました。 

 
○話題提供「地域全体で児童生徒を育む持続可能な協力関係の築き方」（参加者の声） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



後半に行った情報交換「『学校の困りごと』解決型グループワーク」では、学校と地域の連携体制につ
いて再確認するともに、各学校の地域学校協働活動の様子についてグループ内で話し合いました。お互
いの顔を合わせながら、今後も緩やかなネットワークを形成しつつ、持続性のある連携・協働体制を作
って行くために必要なことや大切なことを、お互いの立場を尊重しながら確認しました。 
 
○情報交換「『学校の困りごと』解決型グループワーク」（参加者の声） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○本研修のご感想等 
 
 
 
 
 
 
 
 


